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C｡mmonhousefly(MLLS{adomesticasvie:naMnc-

quardt)bythesettlingdustappamtusmcthod･

From themedian.knock-downtime,theauthors

CouldComparetheeLrectivencssofeachdustsas

crystilllincpyrcthroresincincreasedtheeffectiv-

enessofpyrethrinsby2･3-4･ltimes･Decoml

positionproductofcrystallinepyrcthrorcsinehy

COnCCntratCdhydrochloricacid(mp222-30)also

cxhihitc(1syncrgisticactionwithpyrethrinsfor

knot:k･doIYnOfhousefly;itsdcgrecofsyncrgism

hcingi三･37,corresponding toO･25timeofthe

.S.lmCOfpiperonylbutoxide･

Inthesamecxperimcntsinlwhichpyrcthrum

cxtmcthcingusedinsteadofpyrethrumpowdcT,

ifpyrethrinsWasmixed ､vith 2-8timeof

crystallinepyrethroresineanditsdecomposition

productbyconcentratedhydrochloricacid,the

knock-dolVn effectivenessof pyrcthrum dusts

increased I)y1.2-1･4tirnes.In'general,the

節 20 怨-I.

degrccofsyncrgism_forknock-downOfdusts

in which pyrethrum I)oIHler hcinLqused as

pyrethrinssourcewasfoundtohcfartlrCarer

tbanthatofpyretllrum eXtraCt･

Crystallinepyrethroresineanditsdecomposi-

tionproducthyhydrochloricaciddidnotLIXhibit

anytoxicityforthelarvaofthecommonhouse

mosquito(CulexZn'3･ieTISL･vcr.I,0lTcIZSCoqui.)

andalso･syncrgisticactionlVithpyrcthrinsin

thcmortalityofmosquitolarva･And,crystal-

linepyrethroresincdid notexhibitsynerfristic

aetionwith allcthrin in the-mortLllityofthe

Same●

Thus,fromLtheresultsmentioned･a])ovc.it

shouldbcnotedthtapartofcauseofmpid

krlOC k-downeffectofpyrethnlplprep.1rationfor

insectsdependentsexclusivelyuponthesyncr-

gistieactionofcrystallinepyrethrorcsincwith

pyrethrins･

･ComparisonoftlleToxicityofAldrin,I)ieldrinand ♪,〟 -DDTtoPtlpaeOfthe

CommonIIotlSehrosquito, CuZex pl'L,lensI;W･i;allelLSCoquillctt･Sttldies on the

EtiologicalAssay oflnsecticides･ⅩⅩVIII･SumioN ĜAŜ ､Ŷ (TakciLa1,.orator)I.
InstitutcforChemicalResearch,Kyoto Univcrsity･Takatsuki,1apan)ⅠミcecivcdI.1n.

31,1955.BolylL･Kagahu20,12-15,1953(lVithEnglishrdsumi,15).

3･ アカイエカの矧 こ対するAldrin･Dieldrin お串び 1,,1･'-DDT の毒力の此奴･

殺虫軌の生物試験に関する研究･ 第 28報 長沢純夫 (京都大学 イヒ学研究所 武即 F究鼓)

●30.1.31.受理｡

Aldrin と dieldrinのアカイエカの蛸に対する韓力を♪･L･'-DDTのそれと比較した｡

Ⅰ.緒 言

^1(hinおよび dieldrinの諸種の昆虫に対 してお

こなわれた毒力の検討は,すでにおびただしい数の和

文となって発尖されているOそしてこれらふたつの某

物は,きわめてつよい沼力をイJL,1Jut:広範田な利用

illiをm拭しつつある｡木T謡においでは,アカイエカの

蛸に対するi話力を,郡着 く2) がまえまえからおこなっ

ている方弘によって.♪,P'-DDT のそれと比較した
結光をしろす.本文に入るに先立ち∴実験の助力と,

数IA-の計算に点力せられた柴Di砂口子快に謝意を表す

る次節である｡

11.突 放材料 一

(I) 供 試 窮 剤

ここにもちいた aldrinおよび dieldrinはJulius

llymanCo.,Colorado,U･S･A･のDr･Y･P･Sun

12

よL)送付された rechrystallizcdaldrinおよびdicト

drinで,♪,〆 ･DDT (mp･107･5-1030)は当研兜

まで精製せられたものである｡これらの班Fnに際して

は,toxicant'2,xylolll',sulphonatcdoil6の処

方にしたがって 10% の乳剤 とした,xylolはuLu.F.(

137-1400の深分のもので,su】phonatcd｡王1は城旺

放縦の方法によって相当程姥脱水朽割したものである｡

(2) 供 試 昆 虫

拓親市内の排水矧 こおいて採雄したアカイエカの幼

虫の,宍験室内で宍験開始前約 2棚引Lu以内に鮒 ヒし

た個体をもちいたOそして供試偶作を採収した後の鶴
存幼虫はこれを招来し.あらたに採掘 したものの

2O時W内に蜘化した仰雌 だけなもちいちょうにした｡

･ ⅠⅠⅠ.実 験方法･

拡径 9cm,探さ4cmのシャーレにqTr要の淡蛇に和
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Tablel･r)osngc.T-九Tortnlilyrorl1tTⅠ).lCOrlhc(･Ommonboll.qCmOSqllHo,CtltPXI)L'1"'C,∫t

tJL7Y.♪E7EEClllCoElll川ctt,(tJr .ll(Irjn. (liL･l(lrin Iln(l♪.♪'-7)I)T 叩l)lie(I in

en川I.qhn.lf)Ol'nllil･i(1日.llsllでrLtll.qC(l.lt(I.1(.htぐ.qt.

釈した薬液 2OOccをとtJ,これに供試昆虫を10何体

いれ,成虫羽化のLJf矧 こよt)三た死の別を判Eji:する方法

をとった｡1薬剤については,2相の対数的rLn隅で数

脚巧の波圧に稀釈L l波圧については10例のシャー

レを用志して宍験をおこない,粒後にこれを謀計して

放柁'Flをもとめた｡なお無処理対.qTi区として20桐のシ

ャーレ,すなわち都合200̀匹について,あわせてその

tL:死をmT.Liした,

IV.突 放 結 果

îi乳剤の托附.'鞘もV(ggLtX--1/VxIO7) と,致

死巧iY(,0.I)との関係を如7-ll;すると.茄1-a;･のごとく

である｡なお,I.rT.馳 P出対.q･lT芸_にさ3けろ皆王妃率はり%で

あった,'なおこれは 1!l.-)liF･7JJの下仙 こおこなった

リ!原発の約貯C-,IRf卿 lf･の水犯は :'7_土loCであった,

Ⅴ.考 療

約113壬の累加を, その対数 xzFlo月･LY におきかえ.

致死率 y に対するプロビットγとの関係に1次変換

の操作をほどこしてもとめた薫染一致死率回慌紋の方

程式と,これを附随する2,t'壬の教範をしめすと窮2尖

のごとくである｡妨1図はこれを図示したものである｡

tiき3m1回におけZJ_'m円は.致死率0,00'および10(I,Qb'

に対して-T･llTl'irl11関税からJrJ7柁されろブTTビットの祁正

肘 C･ある. 11空かで取の約月さから相即肌と.71･mll'1とは,

軸LLI訳iYjの花m内において一致しているとみなしえら

れる｡つぎに ♪,I,'一Dr)T の阿輔iIl税と.n7drJ'nお

よび dicldrinのそれとのnrllの Jに関する IT空試験(1)

の結果は,

II,,9'-DDT～;lldrih ユ20-2.273<3.841

z･,P'-Ⅰ)DT～dieldrin ,Y20-0.675<3.841

となt);いずれもn-1としたときのP,･の他 ま0.03

よt)大きく,こjLらは抽出誤差の姫園内で平行の関係

にあるとみなしてさしつかえない｡それ放,これらの

13'効蛇の比較は,誤差の辰小である LD-50の点をも

ユ3
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Table2.Equationofdosage-mortalitycurveofpupaeofthecommonholtSCrn()Squito,
CIJIcxpIPttllSVaY.PaZlensCoquillett,foraldrin,dicldrinand♪,I,I-Dr)Tapplied

inemulsionand ,1'空testforcomparing theresultsofobservationslrith the

computedcllrVe･
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Fは.1.Dosage-mortalitycurvesofpupaeofthecommonhousemosquito,CtJZex♪lt'tenS

vL7T.I,EZtlellSCoquillctt, foraldrin, dicldrin and i),9'-DDT applied in emulsion.

Table3.Absoluteeffcctivenessofaldrin,dieldrinandI),p'-

7)DTappliedinemulsion topupaeofthecommon

housemosquito,CuZex♪;pz'cnsvcr.falleTISCoquillctt.

lDieldrin恒 ′-DDT

Sわn(hr(I(Icviationofsusceptibility,o

l･:mciL･nCyOflcHlalacuon,b-1/L7

Tn(lcxormc(Ihnlcth.ll(lose, xo

ユTedi;tnlcth.lltlose,Xo

ユTcdian(lcJrrCCOr(Iilution,V()

きわめて高い苛性を蚊の朝虫に対
して発抑することがしられる｡た

だここで数字をしめすことをしな

いが,aldrinおよびdieldrinは

ともに,1･,P′-D DTにくらべて

O.247 非常に遅効性で'上述の氾蛇花田

4.0.-)7
においては,処理後24時【ti】内外の

致死率を見るときは,か●ぇって

:3･0･'iOG:3 ♪,I,I-DDT の詔力の7)･がたかい

1073.1 結果をしめし,誰者の只験のよう

9.IuD

ってすれば充分であるOさきに発来された大沢 ･長沢.

(3) の表･示法にしたがって,O次の点の絶対有効圧を計

許してかかげろと,節3炎のごとくである.これから

9,2･'-Dr)T に対する aldrinおよび dicldrinの相

対有効性,すなま)ち小火当Li:を討非すると,それぞれ

(;.i''.Rjおよび342.06となE),何者ことにdicl｡rinは

14

に くX-Y)Z=coとして.岬汀IZ

を生死判別の徴解のあらわれるま

で斑恥入にとった場 n･の紬n王とは

ことなることをしっておく必要があるOそれ放この托

薬物の比較矢験には,咋17'llZのとt)方なとくにも'毛J!Tt

に検討決Jjiiする必%71があろう｡

VI.摘 要

宍験時FE..1を無恥大にとって,アカイ'ェヵの輔に対す
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る aldrinと dicl(lrjnの招ノ)を♪,I)I-DDT のそれ

と此柁したとこ7),･W,Qp'致死の点に.13いて a7(1rJ'nは

1･,I)I-I)1汀 の'Tll7∫.LT･.tlicl(けinは:Jl.'日.L..:の描ノ)をし

めした｡
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REsILIIZL:

Ily tIICauthor･'s mcthrxl(21.theto.Yic川C.iof

nttIrin.lnd dieldrin lo I)lZl).･lCOrthet･̀1mrnOn

hotJSC･nl｡Squito,CILlexp:pie/tSt.L7Y.PaEZcl.･SCoqui-

lieu, were tested Compared with the of

♪,Z･'-DDT.Theresultleadsfo theconclllSior)

thILtaldrinisca.7timesanddieldrinca.313

timesastoxicas♪,〟-DDTatthemedianlethal

dose.

Stlldiesontlledegradationofpyrethrins･Ⅰ･Yoshioh'LITUr",Ta(layoshiTIK̂ llnTO

and 王て6kichiN 7̂'̂SrM (】ミcsc:arch Lal,nratory of I)LlinipE'on Jotyugjku Co. Ltd.)

Received Tan. 31.195JI.BoEytL-KagarltL,20,15,(19.-Jt-J). (lVithEngli.qhrLlsum6,21)

4 除虫菊有効成分 の変質に関す る研究 第 1邦t 勝山純即.近水けJ.W･,申J.'Jfit.千.･'(大 日本

除虫菊株式会社 研究所)30.1.31.受理

除虫菊有効成分 Pyrethrinsの定塁に関して "晃の Pyrethrins"と "見掛けの Pyreth-

rins''に就いての諸問題を検討する目的<,除虫菊乾花中の Pyrethrinsの分布,開花朕熊を

異にする除虫菊乾花中の Pyrethrins含丘及び牧丘の関係等を Polarogmph法並びに βeil

変法に依 り検討すると同時に,一方生物試放法により Pyrethrinsの定見を行った｡その結果

雨化学的定正位の申 Polarograph 法の伍の方が Seil変法のそれよりも生物実根の結果と

よく一致した｡

除虫瑞JJ一効成分の化学は近'.F一急速な進歩をとげた｡･

即ち4和顎の殺虫成分の柄芯が決起されると共に現緑

物質が合成さ7L.特に;E･の中のallc!1-rinは拓純圧の

ものが工業的にEli匪され共用化されてゐる｡又極めて

困難であった天然物の分別,桔判も臼.FRの ester態の

ま1殆ど純粋に近いものが容易に得られる枝になった｡

一方有効攻分の疋出払は初3lJ]に捉賓されたもの 中ゝ,

seil法(1),水銀還元法(℡', がいくらかの改訂を加へ

られ乍ら20年後の今日でも広く1Ⅰと界的に宍用されてゐ

ろ｡我国でも Seil変法が公定法として用ひられてゐ

ろ0)og焦し之等の方法は何れもJJ.潤 現をZlt.jLfiとL夫々

の PyJ･ethrinsに逆井するものであるが,上記訂線色姥

〟.pyrctllrins叉は allethrinを之等の方法で分析す

るとcstcrをなす alcohol成分も同時に分解され,

その一部はiJJ'俄現と行動を共にし,定立伯に加算され

るので之呼のL,lJrl'iurCl土木質的に避け矧.､矛盾を含ん

でゐろ叫がuJlにされた(J･5)0

新 しい･ji!L.L･法としてJlと近 cthylenediamineに依つ

書本研究を行ふに…'17)獅恕灼な榊柑111.を賜った武居

教授,大野助放校及びJli的:pて碑を行って拭いたIF<沢経

穴lllJ士:こ搾謝する.併せて阿礼 はJJ,):b付,小沢V)

;.2㍍rの御伽])に対してLhll,CLは.･T<ナる｡

て加水分解される茄朽蛍を1'ltも I･:DA法,¢'特殊の試薬

による三色を Z'lmto･ekCtTiccolorimetbi による方

汰 ,(7･8･9)紫外h'tの吸収を .ql)ccfrophotomc'Lerによっ

て出る)J-･払, Un･ll)或は水野滴下電極下に放ける固有

の還元牝の班F.']-に依 る polaroLqrraph法(ll',5)等の従

来とは全くR.ったものが提案されてゐるが,之等の新

しい宕立法に関 してはEDA法は依然菊懐を基を唯 とす

るものであり,coloration或は absorl)encyを測る

方法は明確なJIs準物質 との関係が茄されてゐない部と,

火碓する物門のぷ壬T.tを受けろ(ll)こと呼のJi.:(.'n!rltJな検

;iLlに欠けてゐ7Jが,I)0hrO.Lrr.･tI,h班は L･SILLr･.fLW<計ら

もIJ)でf',11性の放;iitlがfilよれてゐ7川 は ,71fTll性があっ

て)池辺な!.I.･己に於で陀花,料, エ キス呼 のIL;(料小の

pyrcthrinsを',とL7日-ち-JJ'･tl…としてはTL;(n!rttJに他 のII.I

jLの方法よt)も位ってゐ,-J｡

かような pyrethrinsの化学の,'a迎 な遊脚 こ対 して,

除虫菊工業に於ける加工上の諮問辺は今塞お矛掛 こ砧

もた従来の概念に立脚 してゐる｡我々はpolarograph

法に依 り 英̀のpyretI一rinsと見掛けの pyrethrins"

に関する諸問題を再検討する目的を以て,先ず以下に

述べる様な除虫公･:･JZ花小の pyrethrinsの分布及び開

花状態 と pyrcthrins合.Iui･,収並の関係を Seil変紘
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